
ChatGPT(無料版)による“我が国の人間学”の歴史 

【我が国の人間学】の発展は、【西洋の人間学】とは異なり、仏教･儒教･神道･国学･近代哲学などが複雑に

絡み合いながら形成されてきました。その歴史的な流れを整理すると、下記になります。 

 

１．古代(～８世紀) … 神話･仏教の影響 

◆古代日本では、神道と仏教の影響が強く、人間の存在や生き方についての考え方が形成されました。 

(1) 神道の人間観 

「古事記」や「日本書紀」では、人間は神々の子孫であり、自然と共生する存在とされる。 

天皇は、「現人神(あらひとがみ)」とされ、人間社会の秩序を象徴する存在とされた。 

 

(2) 仏教の人間観(６世紀～) 

６世紀に仏教が伝来し、「人間は苦しみから解脱を目指す存在」という思想が広まる。 

聖徳太子(574年～622年)は、「十七条憲法」で「和を以て貴しとなす」と説き、人間関係の調和を重視。 

空海(774年～835年)や最澄(767年～822年)は、仏教思想を発展させ、「人間は修行によって悟りに 

至る存在」とした。 

 

◆この時代の【我が国の人間学】は、神話や仏教的な世界観に基づき、人間の役割や生き方を規定するもので 

した。 

 

 

２．中世(９世紀～16世紀) … 仏教と武士道の融合 

◆中世には、仏教思想がさらに深まり、同時に武士の価値観が形成されました。 

(1) 鎌倉仏教(12世紀～)の人間観 

① 法然(1133年～1212年)／親鸞(1173年～1262年) 

浄土思想(阿弥陀仏の救済)を広め、「人間は不完全だが、念仏によって救われる」と説いた。 

② 道元(1200年～1253年) 

禅宗を広め、「悟りは日々の修行にある」とした。 

③ 日蓮(1222年～1282年) 

法華経に基づき、「人間は努力次第で仏となる」と主張。 

 

(2) 武士道の人間観 

鎌倉･室町時代には、「名誉･忠義･克己」を重んじる武士道が発展。 

吉田兼好(1283年～1350年)の「徒然草」では、無常観を強調し、人間のはかなさを説いた。 

 

◆この時代の【我が国の人間学】は、仏教と武士道が融合し、「人間の生き方」としての倫理観が確立した。 

 

 

 

 

 

 



３．近世(17世紀～19世紀) … 儒学･国学･陽明学の発展 

◆江戸時代になると、儒学(特に朱子学)や国学が発展し、【日本独自の人間学】が形成されました。 

(1) 儒学の人間観 

① 林羅山(1583年～1657年) 

朱子学を重視し、「人間は、理(道理)に従って生きるべき」と主張。 

② 伊藤仁斎(1627年～1705年) 

「仁愛(思いやり)が人間の本質」とし、日常生活の中での倫理を強調。 

③ 荻生徂徠(1666年～1728年) 

「人間の本質は、社会の中での役割にある」とし、実学を重視。 

 

(2) 国学の人間観(18世紀～) 

① 本居宣長(1730年～1801年) 

「漢意(からごころ)」を批判し、「古事記」を研究し、日本独自の「もののあはれ」の精神を重視。 

日本の伝統的な、感性(情緒･自然との共生)を強調し、【我が国の人間学】の一つの方向を示した。 

 

(3) 陽明学の影響 

① 中江藤樹(1608年～1648年) 

「知行合一」を重視し、実践による人格形成を説いた。 

② 大塩平八郎(1793年～1837年) 

陽明学の精神を持ち、社会改革を試みた。 

 

◆この時代の【我が国の人間学】は、儒学(道徳)･国学(日本的精神)･陽明学(実践重視)が融合し、社会の秩序 

や人間の生き方を体系化した。 

 

 

４．近代(19世紀後半～20世紀初頭) … 西洋思想との融合 

◆明治時代以降、西洋哲学や科学が導入され、【我が国の人間学】は新たな展開を迎えました。 

(1) 西洋哲学の影響 

① 西周(1829年～1897年) 

「哲学」という言葉を作り、西洋思想を日本に紹介。 

② 中江兆民(1847年～1901年) 

ルソーの思想を紹介し、「人間の自由と権利」を強調。 

③ 福沢諭吉(1835年～1901年) 

「天は人の上に人を造らず」と述べ、近代的な個人主義を提唱。 

 

(2) 日本独自の人間観の発展 

① 和辻哲郎(1889年～1960年) 

「風土」において、人間は自然環境と社会の相互作用の中で形成されると主張。 

 

◆この時代の【我が国の人間学】は、【西洋の人間学】影響を受けながらも、日本独自の価値観と融合して 

いきました。 

 



５．現代(20世紀後半～現在) … 多様化する人間学 

◆戦後、【我が国の人間学】はさらに多様化し、科学･哲学･社会学が融合した形で発展しました。 

(1) 現代哲学と人間学 

① 西田幾多郎(1870年～1945年) 

「純粋経験」を重視し、人間の意識の根源を探求。 

② 鈴木大拙(1870年～1966年) 

禅と西洋哲学を融合し、人間の自己超越を論じた。 

 

(2) 社会学･心理学の影響 

高度経済成長期を経て、消費社会･情報社会における「人間のあり方」が研究されるようになりました。 

AIやバイオテクノロジーの進展により、「人間とは、何か？」という問いが、再び重要視されています。 

 

 

６．まとめ 

◆【我が国の人間学】は、下記の流れで発展してきました。 

(1) 古代 ⇒ 神道･仏教(宗教的な人間観) 

(2) 中世 ⇒ 仏教･武士道(修行･克己) 

(3) 近世 ⇒ 儒学･国学･陽明学(倫理･実践) 

(4) 近代 ⇒ 西洋思想の導入(個人主義･科学) 

(5) 現代 ⇒ 多様化(科学･哲学･AI) 

◆現代では、伝統と科学の融合の中で、【新たな人間学】が模索されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


